
3 さが市議会だより第 88号（令和 6年 11月定例会）

「市政 ここが 聞きたい」
一般質問とは 議員が執行機関に対し、市政運営全般に対して行う質問です。
質  問  内  容 議案とは関係なく議員が決めて、事前に通告しています。
制  限  時  間 質問と答弁を合わせて、一人 60分以内です。

一般質問

1 野中 宣明
（公明党）

〇高齢者等世帯に対するごみ出し支援について
▶ 水害対策について
▶ 婚活支援について

2 中島 妙子
（公明党）

〇子育て世帯への訪問支援について
▶ 高齢者福祉について
▶ 医療費助成制度について

3 重田 音彦
（緑楠自民）

〇市の機構改革について
▶ 土砂災害対策について
▶ 山間部の農業振興について
▶ 公共交通の在り方について

4 江頭 弘美
（自民さが）

〇「徐福」を生かしたまちづくりの方向性と
　今後の施策について

5 宮﨑　健
（自民さが）

〇消防団について
▶ 所有者不明土地対策について

6 重松　徹
（自民清流）

〇「年収103万円の壁」の見直しについて
▶ 佐賀県産秋芽ノリの状況について
▶ 自衛隊駐屯地の隊員宿舎整備等について

7 永渕 史孝
（自民政進会）

〇起業の種の発掘について
▶ 近現代の佐賀市史について
▶ キッチンカーについて

8 御厨 洋行
（自民清流）

〇ハラスメントについて
▶ 動物との共生フェスタ in 佐賀市について

9 堤　正之
（自民政進会）

〇市南部地域の振興策について
▶ 地域の自主防災組織結成の取組について

10 江口 善己
（ネットワーク佐賀）

〇九州新幹線西九州ルートについて
▶ 水産振興について

11 諸冨 八千代
（自民政進会）

〇安心して暮らし続けることができる地域
　づくりのために
▶ 不登校対策について
▶ 実態に応じた子育て支援について

12 富永 明美
（ネットワーク佐賀）

〇子どもの医療費助成制度の拡充に向けて
▶ 市営バス事業について

13 福井 章司
（自民政進会）

〇物流拠点構想について
▶ 移住・定住支援策について
▶ 河川清掃について

14 西岡 真一
（自民清流）

〇保育施設の整備について
▶ 空き家、空き地対策について
▶ ボランティア活動から生じるごみについて

15 黒田 利人
（緑楠自民）

〇高齢者の移動手段を守る施策について
▶ 災害に強いまちづくりの施策について

16 江原 新子
（自民さが）

〇高齢者ふれあいサロンについて
▶ 身寄りのない方が亡くなられた場合の対応

について

17 稲葉 嵩広
（自民さが）

〇帯状疱疹ワクチンの接種費用助成について
▶ インフラメンテナンスにおける包括的民間

委託について
▶ 国民健康保険の保険者努力支援制度につい

て

18 藤田 佳典
（ネットワーク佐賀）

〇ライドシェアについて
▶ 佐賀市公式スーパーアプリについて
▶ 子ども見守りサービス（見守り人アプリ）

について

19 久米 勝也
（ネットワーク佐賀）

〇河川清掃について
▶ 投票率向上に向けた取組について

20 川原田 裕明
（緑楠自民）

〇公営の老人ホームの設置について
▶ 公営墓地の設置について

21 山下 明子
（市民共同）

〇学校の体育館など避難所となる施設へのエア
コン設置を

▶ 佐賀空港への自衛隊オスプレイ配備について
▶ マイナンバー健康保険証をめぐる対応に
　ついて
▶ 物価高騰の折、市民生活を支える施策を

22 川﨑 健二
（自民さが）

〇どんどんどんの森の外周の整備について
▶ 学校教育における賤称語発言への対応に
　ついて
▶ 周産期の喪失への支援について

23 山田 誠一郎
（ネットワーク佐賀）

〇ＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障スポを終え
た今後の取組について

▶ 佐賀インターナショナルバルーンフェスタ
について

24 松永 憲明
（ネットワーク佐賀）

〇学校給食の無償化について
▶ 持続可能な中山間地域づくりについて

25 川副 龍之介
（自民さが）

〇都市計画について
▶ 農業振興について

26 村岡　卓
（公明党）

〇選挙投票率向上の取組について
▶ 観光振興の取組について

27 嘉村 弘和
（自民政進会）

〇佐賀市の農業を守る取組について
▶ 保健行政について

28 千綿 正明
（自民さが）

〇行政財産の目的外使用の申請について
▶ 佐賀の乱（佐賀戦争）について
▶ 中学校の歴史教科書について
▶ がん対策について

番号は質問順、（　）内は会派等、掲載は大項目のみです。〇がついている項目は、次ページ以降に詳細を掲載しています。
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ごみ出し困難な世帯へ新たな支援を

市の機構改革を急げ！

徐福が泣いている！急げ環境整備を

安心して子育てができる環境を！

（公明党）

野
の

中
なか

  宣
のぶあき

明 1

（公明党）

中
なかしま

島  妙
たえ

子
こ 2

（緑楠自民）

重
しげ

田
た

  音
なるひこ

彦 3

（自民さが）

江
え

頭
がしら

  弘
ひろ

美
み 4

ごみ出しが困難な高齢者等の
ための「戸別収集」を！

地域政策課から佐賀古湯キャンプ
までは約20km

産後ドゥーラは産前産後の
母親に寄り添います

イノシシに荒らされ公園は無残
な状況。対策は喫緊の課題

問　
①
全
国
の
自
治
体
の
ご
み
出
し

支
援
の
取
り
組
み
状
況
は
②
環
境
部

門
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る

割
合
は
③
佐
賀
市
で
も
ご
み
出
し
が

困
難
な
高
齢
者
等
世
帯
へ
の
戸
別
収

集
を
環
境
部
と
し
て
検
討
す
べ
き
で

は
④
こ
の
調
査
内
容
や
環
境
部
の
考

え
を
踏
ま
え
、
保
健
福
祉
部
で
は
ど

う
検
討
す
る
の
か
。

答
　
①
令
和
３
年
調
査
で
、
支
援

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
の
割
合
は

34
・
８
％
②
廃
棄
物
部
局
主
体
で

支
援
を
行
っ
て
い
る
割
合
は
64
・

４
％
③
現
在
策
定
中
の
佐
賀
市
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
戸
別
収
集
の

検
討
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
て
い

る
。
福
祉
部
局
と
も
連
携
し
な
が

ら
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
き
た
い
④
今
後
、
支
援
の
必

要
な
世
帯
が
増
加
す
る
一
方
で
、

担
い
手
不
足
が
問
題
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
支
援
が
必
要
な
方
に

き
ち
ん
と
届
く
よ
う
、
環
境
部
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
①
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス
ポ
・

全
障
ス
ポ
の
終
了
を
機
に
、
市
の
機

構
を
全
体
的
に
見
直
し
て
は
②
農
業

振
興
を
考
え
る
と
支
所
単
位
で
は
な

く
、
南
部
に
農
水
事
務
所
、
北
部
に

農
林
事
務
所
を
設
置
し
て
は
③
中
山

間
地
域
の
活
性
化
が
目
的
で
あ
る
地

域
政
策
課
は
、
現
場
近
く
に
設
置
す

る
べ
き
で
は
。

答
　
①
大
会
終
了
に
伴
い
組
織
機

構
を
見
直
す
に
当
た
っ
て
は
、
効
果

的
で
効
率
的
な
行
政
組
織
と
な
る
よ

う
検
討
し
た
い
②
農
政
事
務
は
、
地

域
ご
と
に
身
近
な
場
所
か
ら
の
行
政

支
援
や
連
携
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
各
支
所
で
所
管
し
て
い
る
。
事
務

所
の
設
置
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

現
状
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
③
担
当
地
域
ま
で
の
距
離
が
離

れ
て
お
り
、
現
場
に
近
い
ほ
う
が
効

率
的
な
場
合
が
あ
る
。
主
た
る
事
務

所
は
本
庁
ま
た
は
支
所
に
置
き
つ
つ

も
、
現
場
に
近
い
庁
舎
な
ど
で
職
務

が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

き
た
い
。

問　
徐
福
長
寿
館
、
薬
用
植
物
園
も

開
館
か
ら
30
年
余
り
経
ち
、
施
設
の

劣
化
、
不
備
も
あ
り
イ
ノ
シ
シ
被
害

も
甚
大
で
あ
る
。
こ
の
現
状
は
、
徐

福
に
対
す
る
行
政
の
一
体
化
の
認
識

欠
如
も
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
市
は
今
後
ど
の
よ
う
に
徐

福
を
位
置
付
け
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
徐
福
に
関
し
て
は
こ
れ
ま

で
歴
史
・
文
化
、
国
際
交
流
、
健

康
づ
く
り
、
教
育
、
観
光
資
源
な

ど
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
い
て
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
。
今
後
も
庁
内
の
関
係
部

署
、
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
や

情
報
共
有
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い

く
こ
と
で
徐
福
を
生
か
し
つ
つ
佐

賀
ら
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

友
好
都
市
で
あ
る
連
雲
港
市
と
の

交
流
事
業
も
再
開
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
徐
福
に
関
す
る
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
多
く
の

人
々
の
つ
な
が
り
が
こ
の
佐
賀
に

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問　
新
た
な
「
子
育
て
世
帯
訪
問
支

援
事
業
」
は
単
な
る
家
事
・
育
児
の

業
務
代
行
で
は
な
く
子
育
て
の
不
安

や
悩
み
に
傾
聴
す
る
な
ど
包
括
的
な

支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
①
現
在
の
取

り
組
み
内
容
は
②
質
の
高
い
支
援
員

の
養
成
・
確
保
へ
の
対
応
は
③
産※

１
後

ド
ゥ
ー
ラ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
検

討
で
き
な
い
か
。

答
　
①
本
市
で
は
今
年
度
か
ら
取

り
組
み
を
開
始
し
た
。
児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、
保
健
師
や

心
理
士
、
保
育
士
な
ど
の
専
門
の
支

援
員
が
支
援
家
庭
に
お
け
る
不
安
や

悩
み
を
傾
聴
し
、
家
庭
の
事
情
に
応

じ
た
家
事
・
育
児
支
援
を
実
施
し

て
い
る
②
複
数
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
に

関
わ
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
現
時
点

で
は
対
応
可
能
と
考
え
て
い
る
③
子

育
て
の
悩
み
や
不
安
を
抱
え
た
家
庭

に
寄
り
添
い
、
必
要
な
支
援
が
し
っ

か
り
と
届
く
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
も
含
め
て
、
今
後
研
究
し

て
い
き
た
い
。

※１ 産後ドゥーラ…一般社団法人ドゥーラ協会から認定を受けた産前産後ケアの専門家。産前産後の女性特有のニーズ
に応え、母親の気持ちに寄り添ったサポート（家事、育児、相談・助言等）を行う。
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※２ インキュベートルーム… 新しい発想やアイデアを持っている人、新たな事業分野へ挑戦しようとする人に、研究・開発の拠点として、
場所や設備を一定期間提供することにより、それらを事業化できるよう応援する場所。所在地は i スクエア
ビル 5 階 産業支援プラザ。

※３ カスハラ ………………カスタマーハラスメントの略語。顧客等からの暴行、脅迫、ひどい暴言、不当な要求等著しい迷惑行為。

消防団への支援と今後の統廃合は？

年収 103万円の壁　市長の見解は

起業の種を発掘しさらなる経済発展を

問　
①
出
動
報
酬
や
費
用
弁
償
は
個

人
支
給
と
な
っ
た
。
年
額
報
酬
は
ど

う
す
る
の
か
②
年
額
報
酬
が
個
人
支

給
に
な
っ
た
場
合
、
部
や
分
団
本
部

の
活
動
費
捻
出
が
困
難
に
な
り
、
活

動
に
支
障
が
出
る
恐
れ
も
あ
る
。
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
な
対
応
に
つ
い
て

見
解
は
③
部
の
統
廃
合
の
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
は
。

答
　
①
国
か
ら
の
通
達
に
よ
り
出

動
報
酬
と
費
用
弁
償
は
個
人
支
給

と
し
て
い
る
。
年
額
報
酬
は
団
員

の
多
く
が
分
団
等
へ
の
支
給
を
望

ん
で
お
り
、
今
後
の
支
給
は
団
と

十
分
協
議
し
理
解
を
得
な
が
ら
行

い
た
い
②
国
の
通
達
に
よ
り
個
人

支
給
に
す
る
自
治
体
が
増
加
し
て

お
り
、
年
額
報
酬
も
個
人
支
給
に

す
る
流
れ
に
あ
る
が
そ
の
際
は
検

討
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど
団
と

協
議
し
て
い
き
た
い
③
部
の
統
廃

合
で
活
動
拠
点
の
減
少
等
の
懸
念

も
あ
り
急
速
な
統
廃
合
は
難
し
い
。

各
分
団
等
と
丁
寧
に
協
議
し
、
慎

重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

問　
所
得
税
の
非
課
税
ラ
イ
ン
が
年

収
１
０
３
万
円
か
ら
１
７
８
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
、
佐
賀
市
の

税
収
は
約
38
・
５
億
円
減
少
し
、
現

在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
が
困
難

に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
１
０
３
万
円

の
壁
の
問
題
と
財
源
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答
　
１
０
３
万
円
の
壁
の
議
論
に

関
し
て
は
、
誰
も
が
希
望
す
る
働

き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択

で
き
、
人
手
不
足
の
解
消
な
ど
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
は
意
義

の
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
市
民
税
は
、
市
民
に
身
近

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
と
な
る

収
入
で
あ
る
。
税
収
が
大
き
く
減

少
し
た
場
合
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
全
国
市
長
会
の
意
見

書
で
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
地
方

の
財
政
運
営
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
な
い
よ
う
な
制
度
設
計
を

国
に
求
め
た
い
。

問　
①
起
業
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

の
実
績
は
②
開
学
が
決
ま
っ
た
県
立

大
を
念
頭
に
、
若
い
チ
カ
ラ
の
起
業

を
後
押
し
す
る
施
策
が
必
要
で
は
③

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
提

案
す
る
が
、
市
の
考
え
は
④
起
業
や

創
業
を
目
指
す
起
業
家
を
本
気
で
育

て
る
た
め
に
本
市
が
求
め
ら
れ
て
い

る
も
の
は
。

答
　
①
イ※
２
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム

は
10
室
中
７
室
が
入
居
済
み
、
１

室
が
審
査
中
。
産
業
支
援
相
談
室

の
前
年
度
相
談
件
数
は
６
５
０
件
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
座
談
会
を
実
施
②
産

学
官
連
携
の
体
制
を
強
化
し
、
付

加
価
値
の
高
い
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

を
生
み
出
す
取
り
組
み
も
検
討
す

る
③
有
効
な
手
段
と
認
識
し
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
あ
る
の

で
、
よ
り
効
果
が
高
い
手
法
等
を

具
体
的
に
検
討
す
る
④
よ
り
成
果

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
策
を
研

究
し
、
多
く
の
方
が
本
市
を
起
業
・

創
業
の
地
と
し
て
も
ら
え
る
取
り

組
み
を
進
め
る
。

職員へのハラスメント対策を急げ！
問　
全
国
の
調
査
で
公
務
員
の
46
％

が
カ※

３

ス
ハ
ラ
を
「
日
常
的
に
受
け
て

い
る
」「
時
々
受
け
て
い
る
」
と
回
答

し
て
い
る
。
①
佐
賀
市
の
カ
ス
ハ
ラ

対
策
は
②
被
害
者
へ
の
支
援
体
制
は

③
富
士
大
和
温
泉
病
院
で
働
き
方
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
よ

う
だ
が
、
現
場
の
声
に
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

答
　
①
ク
レ
ー
ム
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
全
庁
へ
周
知
。
い

く
つ
か
の
部
署
で
試
験
的
に
、
通

話
録
音
と
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ

る
通
話
を
導
入
。
一
部
の
窓
口
部

門
で
は
暴
力
等
に
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
に
、
警
察
Ｏ
Ｂ
を
配
置
し

警
察
と
も
連
携
②
相
談
窓
口
を
設

置
し
対
応
。
心
身
の
不
調
を
訴
え

る
職
員
に
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

精
神
科
医
へ
の
相
談
対
応
を
実
施

③
職
員
の
悩
み
事
や
困
り
事
な
ど

の
把
握
に
努
め
、
健
全
な
職
場
環

境
お
よ
び
公
平
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
適
宜
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（自民さが）

宮
みやざき

﨑  健
たけし 5

（自民清流）

御
みくりや

厨  洋
ひろゆき

行 8

（自民清流）

重
しげまつ

松  徹
とおる 6

（自民政進会）

永
ながふち

渕  史
ふみたか

孝 7

地域のために日頃から
頑張っている消防団

手取り増、「働き控え」改善
にも期待

起業家を発掘し、人口減社会
でも豊かな市を目指そう！

ストップ！ハラスメント
（写真はイメージ）
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九州新幹線西九州ルートを検証する

１人暮らし高齢世帯が今後急増

市南部地域の具体的な振興策は

武雄温泉〜長崎間は令和４年開業。
新鳥栖〜武雄温泉間は？

安心して暮らし続けられる
まちづくり

茨城空港近くの地域再生施設
「空のえき　そ・ら・ら」

問　
①
整
備
計
画
か
ら
50
年
も
経
過

し
て
い
る
。
先
が
予
測
で
き
な
い
の
は

な
ぜ
か
②
国
と
県
の
幅
広
い
協
議
の
主

な
意
見
は
③
在
来
線
の
利
便
性
低
下
へ

の
市
の
見
解
は
④
佐
賀
空
港
ル
ー
ト
に

関
す
る
山
口
知
事
の
発
言
に
対
す
る
市

の
受
け
止
め
方
は
⑤
市
の
対
応
が
分
か

り
に
く
い
。
市
長
の
思
い
は
。

答
　
①
国
が
予
定
し
て
い
た
フ

リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ
イ
ン
の
導
入
を
断

念
し
た
た
め
②
国
は
フ
ル
規
格
で
佐

賀
駅
を
通
る
ル
ー
ト
を
提
案
。県
は
、

現
在
の
事
態
を
招
い
た
の
は
国
の
責

任
と
し
、
九
州
全
体
の
将
来
を
見
据

え
た
議
論
を
求
め
て
い
る
③
在
来
線

は
市
民
の
暮
ら
し
や
経
済
活
動
に
密

着
し
た
重
要
な
移
動
手
段
。
鉄
道
環

境
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
④
多
様

な
選
択
肢
を
検
討
し
、
そ
れ
に
伴
う

さ
ま
ざ
ま
な
論
点
を
セ
ッ
ト
で
協
議

す
る
必
要
が
あ
る
⑤
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ

ト
レ
イ
ン
の
開
発
断
念
と
い
う
佐
賀

の
特
殊
事
情
を
踏
ま
え
た
議
論
を
期

待
し
て
い
る
。

問　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
で
は
単
身
高
齢
者
世
帯
が

２
０
５
０
年
に
は
１
０
８
４
万
人
と
な

る
。
①
市
の
高
齢
者
実
態
調
査
に
お
け

る
単
身
世
帯
の
割
合
と
困
り
事
は
②
認

知
症
の
人
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
る
が

市
の
施
策
は
③
本
人
の
意
思
確
認
が
難

し
い
場
合
の
対
策
は
④
就
労
支
援
は
。

答
　
①
65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

令
和
５
年
度
の
調
査
で
は
、
回
答
し

た
在
宅
高
齢
者
の
19
・
４
％
が
単
身

世
帯
。
主
な
困
り
事
は
健
康
面
の
不

安
②
あ
ん
し
ん
見
守
り
事
前
登
録
事

業
、
も
の
わ
す
れ
相
談
室
、
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
取
り
組
み

を
通
し
、
高
齢
者
や
家
族
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
適
切
な
支
援
に
努
め
て
い

る
③
相
談
内
容
に
応
じ
成
年
後
見
制

度
な
ど
の
利
用
に
つ
な
ぐ
④
お
た
っ

し
ゃ
本
舗
に
配
置
し
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
本
人
の
社
会
参
加
へ
の

意
欲
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

地
域
住
民
や
事
業
者
に
つ
な
ぐ
な
ど

状
況
に
応
じ
支
援
し
て
い
る
。

問　
市
南
部
地
域
は
、
自
衛
隊
駐
屯

地
の
開
設
や
有
明
海
沿
岸
道
路
の
開
通

で
劇
的
に
変
わ
る
。
①
駐
屯
地
開
設
を

契
機
と
し
た
取
り
組
み
は
②
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
活
性
化
策
は
③
短
期
・

中
期
的
な
振
興
策
は
④
地
域
の
に
ぎ
わ

い
創
出
や
情
報
発
信
を
担
う
拠
点
と
な

る
施
設
が
必
要
で
は
。

答
　
①
商
工
業
や
農
水
産
業
な
ど

の
分
野
で
、
地
元
団
体
等
と
連
携
し

地
域
発
展
に
寄
与
す
る
施
策
を
適
宜

展
開
し
て
い
く
②
各
施
設
の
機
能
を

最
大
限
活
用
し
、
周
遊
機
会
の
創
出

や
滞
在
時
間
の
延
伸
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
行
い
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
③
第
３

次
佐
賀
市
総
合
計
画
等
の
策
定
を
進

め
て
お
り
、
地
域
ご
と
の
特
性
や
強

み
を
分
析
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
振
興
の
方
向
性
を
示
し
た
い
④
地

域
経
済
循
環
の
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
他
都
市
の
成

功
事
例
や
そ
の
実
績
等
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
た
い
。

（自民政進会）

堤
つつみ

  正
まさゆき

之 9

（ネットワーク佐賀）

江
え

口
ぐち

  善
よし

己
み 10

（自民政進会）

諸
もろどみ

冨  八
や ち よ

千代 11

高校生年代まで医療費助成拡充を！

佐賀市はまだ ? 自治体によって
違う子どもの医療費助成

問　
本
市
で
は
現
在
、
中
学
生
ま
で

の
助
成
と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
制
度
。
自
治
体
間
で
格
差

が
あ
り
、
高
校
生
年
代
ま
で
拡
充
す

る
自
治
体
は
年
々
増
え
て
い
る
。
子

育
て
世
代
に
と
っ
て
支
援
策
の
有
無

は
住
む
地
域
を
選
ぶ
基
準
に
も
な
っ

て
お
り
、
本
市
も
早
急
な
対
応
が
望

ま
れ
る
と
思
う
が
。

答
　
高
校
生
年
代
ま
で
助
成

対
象
を
拡
充
し
た
場
合
、
年
間

１
億
４
０
０
０
万
円
程
度
が
必
要

に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
大
き

な
財
政
負
担
が
伴
う
。
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
制
度
は
、
出
産
か
ら

子
育
て
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
お
け
る
経
済
的
支
援
の
柱
と
し

て
、
県
と
市
町
が
共
に
取
り
組
ん

で
き
た
重
要
な
制
度
の
一
つ
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
在
、
就

学
前
の
子
ど
も
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
県
か
ら
の
財
政
支
援
に
つ
い

て
、
小
学
生
以
上
へ
の
拡
大
を
要

望
し
な
が
ら
、
助
成
対
象
拡
充
の

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

（ネットワーク佐賀）

富
とみなが

永  明
あけ

美
み 12
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保育の需要は満たされているか？

免許を返納した高齢者への支援策は

物流拠点構想をしっかり検討せよ！

働きながら子育てできる環境
の充実を（写真はイメージ）

免許返納後、移動手段に悩む
高齢者（写真はイメージ）

佐賀空港と有明海沿岸道路に
隣接する物流拠点の整備を

問　
保
育
所
に
子
ど
も
を
預
け
て
は

い
る
が
、希
望
し
た
園
で
は
な
い
、も
っ

と
居
住
地
近
く
に
整
備
し
て
も
ら
え
な

い
か
、
な
ど
の
声
を
聞
く
。
①
入
り
た

い
園
が
空
く
ま
で
女
性
が
就
業
を
控
え

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の

か
②
保
育
需
要
の
受
け
皿
整
備
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
①
希
望
す
る
園
の
空
き
が
な

く
、
就
業
を
控
え
た
方
も
い
る
と
想

定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善

す
る
た
め
、
優
先
度
の
高
い
方
の
入

所
調
整
基
準
点
を
見
直
す
な
ど
の
工

夫
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
②
今
後
５

年
間
の
保
育
需
要
の
受
け
皿
は
確
保

可
能
と
見
込
ん
で
い
る
が
、
需
要

が
変
化
し
、
受
け
皿
が
不
足
す
る
状

況
が
生
じ
た
場
合
、
計
画
の
見
直
し

も
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
保
育
の
量

だ
け
で
な
く
質
の
向
上
へ
と
シ
フ
ト

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
、
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問　
住
民
か
ら
、
高
齢
で
あ
る
た
め

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
い
が
、
近
く

に
公
共
交
通
（
路
線
バ
ス
）
が
な
く
、

日
常
の
移
動
が
で
き
な
く
な
る
と
の
声

が
あ
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
よ
う

に
も
、
運
賃
が
高
く
気
軽
に
利
用
で
き

な
い
。
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
者

の
移
動
手
段
を
守
る
施
策
を
問
う
。

答
　
返
納
者
に
対
し
て
は
、
交
通

局
が
市
営
バ
ス
全
路
線
を
半
額
の
運

賃
で
利
用
で
き
る
高
齢
者
ノ
リ
の
り

パ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
返
納
者
に

限
ら
な
い
支
援
策
は
、
70
歳
以
上
の

方
が
市
営
バ
ス
等
を
１
回
１
０
０
円

で
利
用
で
き
る
シ
ル
バ
ー
パ
ス
券
購

入
費
へ
の
助
成
、
介
護
予
防
事
業

で
移
動
支
援
活
動
を
行
う
住
民
等
に

対
す
る
運
営
費
の
助
成
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
の
運
行
へ
の
補
助
が
あ

る
。
今
後
は
、
佐
賀
市
介
護
予
防
・

生
活
支
援
推
進
協
議
会
で
連
携
や
協

働
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る
ほ

か
、
福
祉
だ
け
で
な
く
交
通
部
局
と

連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
①
佐
賀
空
港
の
貨
物
便
の
経
緯

と
こ
の
件
で
県
と
市
の
協
議
は
②
構
想

で
の
鍋
島
駅
の
位
置
づ
け
は
③
具
体
的

な
南
部
地
域
の
場
所
は
④
具
体
的
な
規

模
は
⑤
物
流
拠
点
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
の

内
容
と
結
果
は
⑥
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
⑦
南
部
地
域
は
軟
弱
地
盤
で
建
設

価
格
高
騰
も
あ
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
①
平
成
31
年
に
夜
間
貨
物
便

が
運
休
と
な
っ
た
が
、
貨
物
便
を
重

要
視
す
る
県
と
市
の
方
向
性
は
一
致

し
て
お
り
、
今
後
も
連
携
し
て
協
議

し
て
い
く
②
有
明
海
沿
岸
道
路
や
佐

賀
唐
津
道
路
の
延
伸
に
よ
る
南
部
地

域
と
の
連
携
の
可
能
性
を
検
討
す
る

③
交
通
の
要
衝
と
な
る
よ
う
な
地
域

を
念
頭
に
検
討
す
る
④
企
業
へ
の
意

向
調
査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
検

討
す
る
⑤
設
備
投
資
意
欲
の
あ
る
企

業
が
一
定
程
度
存
在
す
る
こ
と
が
把

握
で
き
た
⑥
構
想
に
盛
り
込
む
内
容

を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
⑦
先
行
事
例

を
踏
ま
え
、
よ
り
効
率
的
か
つ
経
済

的
な
手
法
を
検
討
す
る
。

（自民政進会）

福
ふく

井
い

  章
しょう

司
じ 13

（自民清流）

西
にしおか

岡  真
しんいち

一 14

（緑楠自民）

黒
くろ

田
だ

  利
とし

人
と 15

単位自治会に複数サロン設置可能か

高齢者ふれあいサロン活動で
いきいき介護予防

問　
佐
賀
市
の
地
域
福
祉
・
介
護
予

防
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
活
動
で
あ
る
が
、
新
規

申
請
の
際
、
単
位
自
治
会
内
に
既
存

サ
ロ
ン
が
あ
る
場
合
は
認
め
ら
れ
な

い
よ
う
だ
と
の
声
が
市
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
設
置
判
断

基
準
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
既
に
サ
ロ
ン
が
あ
る
単
位
自

治
会
で
も
新
た
に
サ
ロ
ン
を
運
営

し
た
い
と
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は

地
域
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
総

合
的
に
判
断
し
決
定
し
て
い
き
た

い
。
具
体
的
に
は
、
既
存
の
サ
ロ

ン
と
異
な
る
活
動
を
し
た
い
、
現

在
の
サ
ロ
ン
に
行
く
の
が
不
便
で

あ
る
、
高
齢
者
の
比
率
が
他
の
と

こ
ろ
と
比
べ
て
高
い
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
を
伺
い
な
が
ら
判
断
し

た
い
。
新
し
い
サ
ロ
ン
を
考
え
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
市
へ

相
談
い
た
だ
き
た
い
。

（自民さが）

江
え

原
はら

  新
しん

子
こ 16
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公共ライドシェアの導入検討を

河川清掃の参加人員増の対策を！

帯状疱疹ワクチンの公費助成を

日本版ライドシェア出発式

みんなで取り組む
「一斉河川清掃」！！

帯状疱疹はワクチン接種で
発症を防ぐ

問　
①
10
月
に
市
で
ス
タ
ー
ト
し
た

日※
４

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
、

国
ス
ポ
等
の
イ
ベ
ン
ト
期
間
の
総

括
を
②
利
用
者
の
反
応
は
③
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
の
意
見
は
④
継
続
性
の
確

保
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

は
⑤
県
内
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
公※

５

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
は
。

答
　
①
多
く
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
、
深
刻
な
供
給
不

足
に
も
陥
ら
ず
、
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル

も
な
か
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
不
足
を
補

完
す
る
役
割
が
果
た
せ
た
②
ア
プ

リ
で
高
い
評
価
を
得
た
③
前
向
き
な

意
見
が
多
い
印
象
だ
が
、
始
業
前
の

点
呼
を
遠
隔
で
で
き
る
シ
ス
テ
ム
導

入
の
要
望
も
あ
っ
た
④
タ
ク
シ
ー
事

業
者
や
配
車
ア
プ
リ
事
業
者
と
連
携

し
、
適
切
な
運
行
体
制
に
向
け
て
改

善
を
図
り
た
い
⑤
地
域
住
民
や
来
訪

者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
有
効
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
導
入
の
検
討
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

問　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
時
代

に
お
い
て
は
、「
川
を
愛
す
る
週
間
」

の
参
加
人
員
が
減
少
し
て
お
り
、
今

後
も
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新

た
な
対
策
が
必
要
と
思
う
。
市
は
今

年
度
か
ら
企
業
等
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度

を
導
入
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
登
録
推
進
に
向
け
た
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答
　
登
録
い
た
だ
い
た
企
業
や
学

校
等
に
は
認
定
書
を
交
付
し
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
す
る
。

活
動
事
例
を
Ｐ
Ｒ
し
て
新
た
に
登

録
い
た
だ
け
る
企
業
等
の
掘
り
起

こ
し
を
積
極
的
に
行
い
、
こ
の
活

動
の
輪
を
広
げ
た
い
。
自
治
会
や

企
業
等
で
の
認
知
度
の
向
上
、
制

度
理
解
の
促
進
を
さ
ら
に
図
る
必

要
が
あ
り
、
今
後
は
実
際
に
取
り

組
み
を
行
っ
た
企
業
等
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
等
を
交
え
て
、
企
業
側
の

目
線
で
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、
企

業
や
学
校
等
の
直
接
訪
問
を
今
後

も
継
続
し
て
実
施
し
、
丁
寧
な
説

明
を
行
い
、
新
規
登
録
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
来
年
度
か
ら
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
が
定
期
接
種
化
さ
れ
る
と
報
道
が

あ
っ
て
い
る
。
報
道
に
よ
る
と
対
象

者
は
65
歳
か
ら
と
の
こ
と
だ
が
、
帯

状
疱
疹
は
50
歳
か
ら
発
症
者
が
増
え

る
と
さ
れ
て
い
る
。
50
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
方
々
に
対
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
公
費
助
成
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
　
定
期
接
種
の
対
象
年
齢
は
国

の
予
防
接
種
基
本
方
針
部
会
で
審

議
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
帯
状

疱
疹
の
発
症
が
70
歳
頃
に
増
加
す

る
こ
と
や
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、

持
続
期
間
を
考
慮
し
て
70
歳
頃
に

十
分
な
効
果
が
出
る
よ
う
、
ま
た
、

で
き
る
だ
け
少
な
い
費
用
で
高
い

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
65
歳
以
上

と
す
る
方
向
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
国
の
定
期
接
種
化

に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
い
。

公営の老人ホームの設置を

高齢者が安心して暮らせる
住環境を！

問　
全
国
的
に
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
佐
賀
市
も
同
様
で
あ
る
。
高
齢

の
低
所
得
者
が
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
を
希
望
す
る
場
合
、
月
額
費
用
が

ネ
ッ
ク
と
な
り
、
厳
し
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
市
営
住
宅
の
よ
う
に
収
入

の
範
囲
内
で
入
居
で
き
る
公
営
の
老

人
ホ
ー
ム
の
設
置
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
は
。

答
　
低
所
得
者
な
ど
が
老
人
ホ
ー

ム
へ
入
所
希
望
の
場
合
は
、
減
額

制
度
が
適
用
さ
れ
る
施
設
を
案
内
。

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
在
宅
で
の

生
活
が
困
難
な
方
に
は
、
行
政
措

置
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

を
検
討
。
生
活
困
窮
し
保
護
の
対

象
と
な
る
方
は
、
生
活
保
護
制
度

に
よ
り
施
設
を
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
が
あ
る
た

め
、
現
時
点
で
は
公
営
の
老
人
ホ
ー

ム
整
備
は
考
え
て
な
い
。
し
か
し
、

今
後
、
単
身
の
高
齢
者
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
住
ま
い
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
国
の
動
向
を
含
め
て
情
報
収

集
し
て
い
き
た
い
。

（緑楠自民）

川
かわはら

原田
だ

  裕
ひろあき

明 20

（自民さが）

稲
いな

葉
ば

  嵩
たかひろ

広 17

（ネットワーク佐賀）

藤
ふじ

田
た

  佳
よしのり

典 18

（ネットワーク佐賀）

久
く め

米　勝
かつ

也
や 19

※４ 日本版ライドシェア…タクシーが不足している地域、時期、時間帯と不足車両数に対し、その不足分を補うため、タクシー事業者が
主体となって、地域の自家用車・一般ドライバーを活用して提供する有償の旅客運送。

※５ 公共ライドシェア……バスやタクシーによって輸送手段を確保することが困難な場合に、市町村や NPO 法人などが自家用車を
活用して提供する有償の旅客運送。
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どん３の森の外周整備を問う

国スポ・全障スポを終えて…

小中学校の体育館にエアコン設置を

古賀義治氏が中島潔氏の絵を
もとに制作した「柿の実」像

スポーツを生かした
まちづくりを！！

教育でも地域活動でも身近な
小中学校の体育館

問　
ど
ん
３
の
森
が
整
備
さ
れ
て
30

年
。
老
朽
化
が
目
立
っ
て
き
た
。
①
市

立
図
書
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
控
え
た

中
で
外
周
の
整
備
は
②
特
に
南
西
の
親

水
池
の
整
備
は
③
か
っ
ぱ
や
子
ど
も
の

像
の
由
来
な
ど
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
大
切

に
す
べ
き
で
は
④
広
く
市
民
の
意
見
を

募
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
①
ま
ず
は
清
掃
や
修
繕
を
行

い
、
市
民
が
快
適
で
安
全
に
利
用
で

き
る
環
境
を
整
え
た
い
。
具
体
的
な

整
備
内
容
の
検
討
に
は
至
っ
て
い
な

い
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
図
書
館

と
調
和
し
た
、
幅
広
い
世
代
の
市
民

に
愛
さ
れ
る
場
所
と
な
る
よ
う
議
論

し
た
い
②
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

に
位
置
づ
け
、
図
書
館
と
一
体
的
に

利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
た
い
③
ス

ト
ー
リ
ー
性
も
含
め
、
求
め
ら
れ
て

い
る
意
識
や
価
値
観
を
検
討
し
た
い

④
既
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
貴
重
な
意

見
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
生
活

ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問　
①
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
の
総
括

を
②
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
を
終
え
た

今
、
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
本
市
の
市

長
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
は

③
中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
に
ど
う

つ
な
げ
て
い
く
の
か
④
今
後
、
本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。

答
　
①
多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
の

チ
カ
ラ
を
実
感
し
、
自
分
ら
し
い
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方
を
知
る
き
っ
か

け
づ
く
り
と
な
っ
た
②
大
会
開
催
で

得
た
も
の
を
生
か
し
、
全
世
代
が
自

分
ら
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
機
会
に
つ
な
ぐ
。
地
域
経

済
の
振
興
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
社

会
の
実
現
を
図
り
、
互
い
に
理
解
し

支
え
合
う
共
生
社
会
を
目
指
す
③
子

ど
も
た
ち
が
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
学
ぶ

機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
④
一
人
一
人

が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
れ
る
環
境
づ
く

り
や
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
を
地
域
の

に
ぎ
わ
い
や
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て

る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

問　
授
業
や
社
会
体
育
、
災
害
時
の

長
期
の
避
難
所
と
し
て
使
う
小
中
学
校

の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
は
必
要
だ

と
思
う
が
①
見
解
は
②
大
規
模
改
修
を

行
う
学
校
か
ら
設
置
し
て
は
ど
う
か
③

国
へ
の
財
政
支
援
拡
充
の
要
望
は
④
エ

ア
コ
ン
設
置
に
重
点
を
置
い
た
補
助
の

拡
充
を
要
望
す
べ
き
で
は
。

答
　
①
学
校
施
設
の
整
備
は
老
朽

化
対
策
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
を
優

先
し
て
お
り
、
エ
ア
コ
ン
設
置
は
継

続
的
に
検
討
す
べ
き
課
題
と
考
え
て

い
る
②
大
規
模
改
修
と
同
時
に
設
置

す
れ
ば
コ
ス
ト
削
減
等
が
見
込
ま
れ

る
一
方
で
、
多
く
の
一
般
財
源
へ
の

負
担
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
他
の
学

校
施
設
の
整
備
を
優
先
し
た
い
③
佐

賀
県
公
立
学
校
施
設
整
備
期
成
会
を

通
じ
財
政
支
援
の
要
望
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
７
月
に
も
補
助
単
価
や
補

助
上
限
額
の
引
き
上
げ
を
要
望
し
た

④
今
後
も
補
助
単
価
や
補
助
上
限
額

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
国
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。

（市民共同）

山
やました

下  明
あき

子
こ 21

（自民さが）

川
かわさき

﨑  健
けん

二
じ 22

（ネットワーク佐賀）

山
やま

田
だ

　誠
せいいちろう

一郎 23

学校給食の無償化を進めるべきでは

おいしい給食をみんなで
食べよう（写真はイメージ）

問　
①
小
学
校
給
食
の
無
償
化
を
先

行
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
波
及

効
果
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
の
佐
賀

市
へ
の
転
入
増
、
全
て
の
家
庭
が
給

食
費
を
気
に
せ
ず
に
済
む
、
出
生
率

の
向
上
等
が
期
待
さ
れ
る
②
中
学
校

給
食
未
実
施
校
に
完
全
給
食
実
施
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
①
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

他
の
実
施
自
治
体
の
研
究
を
進
め

て
い
く
が
、
現
時
点
で
は
、
教
育

施
設
の
環
境
整
備
、
特
別
支
援
教

育
の
充
実
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

な
ど
の
教
育
課
題
へ
の
対
応
に
つ

い
て
優
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
②
中
学
校
給
食
検
討
委
員
会

に
お
い
て
給
食
の
提
供
方
法
に
つ

い
て
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
選
択
制

給
食
が
望
ま
し
い
と
し
た
経
緯
が

あ
る
。
そ
の
後
も
中
学
１
年
生
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
毎
年

実
施
し
て
い
る
が
、
全
体
的
な
ア

ン
ケ
ー
ト
の
必
要
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

（ネットワーク佐賀）

松
まつなが

永  憲
けんめい

明 24
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都市計画と道路整備について

気持ちがいい道路と街並み

問　
①
有
明
海
沿
岸
道
路
と
佐
賀
唐

津
道
路
が
全
線
開
通
し
た
と
き
の
都

市
計
画
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
②
佐
賀
唐
津
道
路
の
嘉
瀬
北
イ

ン
タ
ー
か
ら
佐
賀
市
中
心
街
へ
向
か

う
車
両
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
る
。

大
財
町
北
島
線
区
間
内
の
上
多
布
施

大
財
町
線
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

答
　
①
国
が
行
っ
た
市
内
道
路
へ

の
影
響
調
査
の
結
果
で
は
、
市
内

の
交
通
が
こ
れ
ら
の
道
路
に
転
換

さ
れ
、
混
雑
緩
和
に
寄
与
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
本
市
に
お
け

る
将
来
交
通
量
推
計
調
査
で
も
問

題
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
が
、

今
後
の
交
通
事
情
や
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
が
都
市
計
画
道
路
網
に

ど
う
影
響
す
る
か
、
状
況
を
見
て

い
き
た
い
②
将
来
交
通
量
推
計
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で

都
市
計
画
道
路
を
見
直
す
予
定
は

な
い
。
今
後
、
交
通
局
庁
舎
の
整

備
を
含
め
た
市
街
地
の
情
勢
の
変

化
な
ど
を
考
慮
し
、
拡
幅
等
の
必

要
性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（自民さが）

川
かわそえ

副  龍
りゅう

之
の

介
すけ 25

誰もが投票しやすい環境整備を！

土地利用型農業のスマート化推進を

投票所用コミュニケーション
ボード（例）

未来をつなぐスマート農業で
収量アップと負担軽減！

問　
市
で
は
投
票
所
に
お
け
る
投
票

支
援
に
さ
ま
ざ
ま
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
投※

６
票
支
援
カ
ー
ド

を
採
用
さ
れ
た
が
①
導
入
の
経
緯
は

②
10
月
の
衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
利

用
実
績
は
③
他
市
町
の
活
用
事
例
を

見
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
と
併
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
が
市
で
は
ど
う
か
。

答
　
①
投
票
所
へ
の
入
場
を
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

さ
れ
る
方
、
係
員
か
ら
の
過
度
の
支

援
に
不
快
な
思
い
を
さ
れ
る
方
な
ど

が
見
受
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
総
務

省
や
先
進
自
治
体
を
参
考
に
し
て

導
入
し
た
②
利
用
実
績
は
少
な
か
っ

た
と
認
識
。
必
要
な
方
へ
情
報
が
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
投
票
所

で
の
設
置
等
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

周
知
、
運
用
方
法
等
に
つ
い
て
工
夫

し
た
い
③
ま
ず
は
投
票
支
援
カ
ー
ド

の
定
着
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
併
せ

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
等

と
の
意
見
交
換
等
に
よ
り
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問　
①
ス
マ
ー
ト
農
業
で
、
自
動
運

転
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
等
の
作

業
効
率
や
精
度
を
上
げ
る
た
め
に
Ｒ

Ｔ
Ｋ
基
地
局
（
高
精
度
位
置
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
）
の
設
置
が
必
要
だ
が

市
の
考
え
は
②
法
改
正
に
よ
り
令
和

７
年
度
か
ら
農
地
の
集
積
・
集
約
が

農
地
中
間
管
理
機
構
に
一
本
化
さ
れ

る
効
果
は
。

答
　
①
民
間
資
源
の
有
効
活
用
が

図
れ
る
た
め
市
で
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
導

入
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
メ

ニ
ュ
ー
の
中
で
、
電
波
が
届
き
に

く
い
中
山
間
地
域
で
の
移
動
式
Ｒ

Ｔ
Ｋ
基
地
局
の
導
入
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
る
②
農
地
の
貸
手
、

借
手
の
間
に
農
地
中
間
管
理
機
構

が
入
る
こ
と
で
、
所
有
者
に
は
賃

料
が
確
実
に
支
払
わ
れ
、
耕
作
者

は
、
複
数
の
所
有
者
が
い
て
も
一

括
し
て
機
構
へ
払
う
こ
と
で
、
支

払
い
の
手
間
が
大
幅
に
省
け
る
よ

う
に
な
る
。
今
後
、
当
該
機
構
と

連
携
協
力
し
、
農
地
の
集
積
・
集

約
を
推
進
し
て
い
く
。

行政財産の目的外使用を複数年に

社会体育の用具を入れる倉庫の
使用も毎年申請が必要

問　
現
在
、
市
が
所
有
す
る
行
政
財

産
を
借
用
す
る
場
合
、
毎
年
目
的
外

使
用
許
可
申
請
書
を
出
す
必
要
が
あ

る
。
複
数
年
で
使
用
す
る
場
合
も
毎

年
申
請
書
を
出
す
必
要
が
あ
る
が
、

規
則
を
変
更
し
、
複
数
年
使
用
で
き

る
よ
う
に
す
れ
ば
、
申
請
側
と
市
側

の
手
間
が
減
る
と
思
う
が
、
変
更
す

べ
き
で
は
。

答
　
許
可
年
数
を
現
在
の
１
年
か

ら
複
数
年
に
変
更
す
る
こ
と
は
、

申
請
者
と
市
の
双
方
で
事
務
の
省

力
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

期
間
の
長
期
化
で
行
政
財
産
の
本

来
の
目
的
へ
の
影
響
や
行
政
財
産

の
管
理
、
責
任
の
所
在
の
曖
昧
化

な
ど
注
意
が
必
要
と
な
る
。
今
後
、

他
市
の
事
例
を
参
考
と
し
、
制
度

や
運
用
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（自民さが）

千
ち

綿
わた

  正
まさあき

明 28

（公明党）

村
むらおか

岡  卓
たかし 26

（自民政進会）

嘉
か

村
むら

 弘
ひろかず

和 27

※６ 投票支援カード…投票所において支援が必要な方が、カードに記載の支援項目へのチェックや希望内容を記載し、係員に提示
することで、必要な支援を伝えられるツール。佐賀市では、投票用紙への代理記載、投票所内の付き添い、
文字の読み上げ等を掲載している。


